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耳は 2歳代での手術例が 6例、3歳代の手術例は 2例であった。3歳代になって手術を
受けた症例 6 と症例 7 は、いずれも家族の希望によるものであった。また、すべての
児がコクレア社製人工内耳の片耳装用を選択していた。 
 対象の裸耳聴力レベル、補聴器装用閾値および人工内耳装用閾値は表 1に示した。 
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表 1  対象 
症例 1 2 3 4 5 6 7 8 
訓練開始年齢 0：3 0：5 0：7 0：3 1：0 0：9 0：5 0：6 
裸耳聴力レベル 105dB 110 dB 105 dB 110 dB 105 dB 95 dB 100 dB 100 dB 
補聴器装用閾値 50 dB 55 dB 52 dB 59 dB 49 dB 45 dB 51 dB 50 dB 
人工内耳音入れ年齢 2：4 2：5 2：0 2：5 2：9 3：0 3：3 2：0 



























 今回は、金沢方式による言語指導を受けた 8例の発達記録、9歳を超えた 4例のウェ
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 養育者が示す手話で初めて対象児が理解可能となった年齢は、生後 10 ヵ月〜1 歳 2
ヵ月であった。文字単語の理解と聴覚口話による単語理解は、手話の理解よりもやや遅








表 2 手話、文字、聴覚口話で始めて単語の理解が可能になった年齢 
症例 1 2 3 4 5 6 7 8 
訓練開始年齢 0：3 0：5 0：7 0：3 1：0 0：9 0：5 0：6 
手話の理解 0：10 1：0 0：11 0：10 1：2 0：10 1：0 0：11 
文字単語理解 1：4 1：5 1：1 0：10 1：7 1：0 1：7 1：5 
聴覚口話理解 1：2 1：3 1：1 0：8 1：7 1：0 1：4 1：9 
 
 
表 3 術前までの文の表出と助詞の出現年齢とその種類 
症例 1 2 3 4 5 6 7 8 
音入れ年齢 2：4 2：5 2：0 2：5 2：9 3：0 3：3 2：0 
2 語連鎖 1：5 1：6 1：1 1：1 1：5 1：1 1：4 1：1 
助詞付き 
2 語連鎖 
























発話の長さ 3 語文 3 語文 3 語文 3 語文 8 語文 5 語文 4 語文 3 語文 
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 対象 8例における手話の 2語連鎖文（例：パパ・バイバイ）が出現した年齢は、1歳
1ヵ月～1歳 6ヵ月に亘り、平均 1歳 3ヵ月であった。また、指文字での助詞付き 2語
連鎖文（例：パパの靴）が出現した年齢は、1歳 7ヵ月～2歳 2ヵ月に亘り、助詞がな
い 2語連鎖文が出現してから平均 8.1ヵ月（5ヵ月～13ヵ月）を要していた。 
 対象 8 例のうち 7 例は、術後の音入れ時までに指文字または手話表出文のなかで格
助詞が 5〜6 つ出現していた。3 歳代に入ってから人工内耳埋め込み術を受けた症例６
と症例７は、格助詞以外の副助詞や接続助詞（例：たら、は、も）なども入った文の表
出が手話で可能となっていた。一方、最も手術時期が早かった症例３は、音入れ年齢 2
歳 0 ヵ月時には助詞は出現していなかったが、1 ヵ月後の 2 歳 1 ヵ月時に「が」「と」
が指文字で出現した。この結果は、残りの 2歳〜3歳代で手術を受けた 7例の助詞付き
2語連鎖文の出現時期（1歳 7ヵ月～2歳 2ヵ月）の範囲に含まれていた。 
 
３．ウェクスラー式知能検査成績（表 4） 
 人工内耳埋め込み術を 2 歳代～3 歳代前半に受けた 8 症例の術前のコミュニケーシ





 残りの 4症例のうち、未就学の症例 5を除く 3例には、就学時に WISC-Ⅲ知能検査ま
たは WPPSI知能診断検査で言語習得を評価した。検査の教示は、9歳以上の児と同様に
話し言葉のみで行った。症例 4 は VIQ114・PIQ113、症例 7 は就学までに運動の微細な
動きが下手なこと、描画なども拙劣であることから発達障害が疑われたが、言語習得は
VIQ・PIQともに 89と正常範囲にあった。症例 6は就学時に VIQ139・PIQ124、症例 8は




症例 1 2 3 4 6 7 8 
年齢 9 歳 9 歳 9 歳 9 歳 就学時 就学時 就学時 
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 今回の対象 8例は、過去に筆者らが報告した聴覚障害児の経過 9）-11）と同様に手話が
最も早く理解されており、全例 1 歳 2 ヵ月までに養育者が示す手話の理解は可能であ























残り 1例（症例 3）は 2歳 0ヵ月に手術を受け、術後の 2歳 1ヵ月に初めて助詞の表出
「パパが」「じいちゃんと」を認めた。助詞の発達について、筆者らは聴覚障害幼児も
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